
1. �はじめに

福井県美浜町は1970年の美浜原子力発電所の運
転開始以来，原子力とともに歩んできた歴史から，
エネルギー環境教育で先進的な取り組みを行ってい
る．2020年２月，美浜町エネルギー環境教育推進
委員会が美浜町内の小中学校（小学校３校の６年生
59名，中学校１校の３年生75名，計134名）を対
象にエネルギー環境教育に関する質問紙調査を実施
し，結果分析について本稿筆者が担当した．同様の
調査は過去４年にわたって実施されており，同町教
育委員会の許可を得て，調査結果の一部について論
ずる．

2. �本稿の目的

美浜町の小中学生のエネルギー環境教育に関する
意識動向ならびに2017年４月に開館した美浜町エ
ネルギー環境教育体験館「きいぱす」での学習の成
果を調べ，今後の同町でのエネルギー環境教育の推
進に役立てること，ならびにエネルギー環境教育の
成果を自然なかたちで家族内の会話につないでいく
ことについて考察することを主な目的としている．

3. �方法および結果

3.1 �方法

美浜町内の小学６年生59名および中学３年生75
名を対象に，2019年度（2020年２月）にエネルギー
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環境に関する質問紙調査を行った．そして，小学校
については2016年度以降，中学校についても2016
年度以降の結果と比較した．本項では，最初に小学
校の結果について述べ（3.2および3.3），次いで中
学校の結果について述べる（3.4および3.5）．

3.2 �小学校（2019年度）

最初にどのような問題に関心を持っているかを聞
いた．その結果，「地球環境問題に関心がある」と
答えた児童は67.8％（男子69.7％，女子65.4％）と
最も多かった（図１）．その次に人口問題をあげる
児童が57.6％（男子51.5％，女子65.4％）と多かった．
次に自分自身の行動や生活の仕方の変容について
の設問（図２）で，「テレビや新聞を見ていて，エ
ネルギーや環境のニュースが目にとまることが多く
なった」という児童は50.8％を占め，男子57.6％，
女子42.3％と男子の方が多い．
逆に，「エネルギーや環境について学んだことを

家の人に教えてあげている」という児童は全体で
28.8％，男子15.2％，女子46.2％と，女子の方が多
い（５％水準有意差）．
また，海外の貧しい国の人たちのことが気になる
ようになったという児童も，女子の方が多い．

3.3 �小学校における推移� �
（2016年度－2019年度）

エネルギーと環境の問題を何から学んだかという
設問では，①理科，②総合学習，③社会科という順
になっている．2016年度は総合学習が69.9％，理科
が62.7％と総合学習の方が多くなっていたが，その
後は2019年度まで理科が総合学習を上回っている．
総合学習は，自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら
考え，主体的に判断し，よりよく問題を解決する資
質や能力を育てることなどをねらいとしている（文
部科学省…2020）．ただし総合学習は，学校や先生
により具体的内容が相当異なっているようである．
2019年度には総合学習の値が少し上がっているが，
サンプル数が少ないので有意ではない．社会科は
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のニュースが目にとまる

ことが多くなった．

２．以前に比べて，エネ

ルギーや環境のことに

関するテレビ番組を見た

り新聞を読んだりするよ

うになった．

３．何をする時も自分や
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図２　自分自身の行動や生活の仕方の変容（小学校）図１　関心を持っている問題（幾つでも）（小学校）
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2016年から2019年度まで３位となっている（図３）．
とくに関心をもっている問題として，「地球環境
問題」をあげる児童は2017年度を除いて過半数を
保っている（2016年度66.3％⇒2019年度67.8％）．
「原子力発電を使うことと事故や放射性廃棄物の
問題」をあげる児童の比率は年ごとに変動が激し
い．（2016年度37.3％，2017年度13.7％，2018年度
37.3％，2019年度18.6％）（図４）．また人口問題へ
の関心が2019年度は57.6％と大幅に高まっている
が，この理由については不明である．何らかの授業
の影響があった可能性はある．
エネルギーと環境の問題に関する考えで，「自分
たちがエネルギーと環境について学習することは大
切なことだと思う」という児童は，2016年度97.6％
⇒2019年度93.2％と常に90％を超えている（図５）．
一方，学校の授業でエネルギーと環境のことを
もっと取り上げてほしいという児童は，2016年度
60.2％⇒2019年度45.8％に減少してきている．エネ
ルギーと環境の問題を解決するため自分はいろいろ
な形で行動していくつもりだという児童は，2016

年度69.9％⇒2019年度40.7％に大幅に減少してきて
いる．
エネルギーと環境について学習することは大切だ
と，ほぼ全員が答えていながら，学校の授業でそれ
をもっと取り上げてほしい，とする児童が半分以下
になるのは，どう考えたらよいのだろうか．「学校
の授業ではエネルギーと環境についてもう十分に取
り上げられている」ということか，「学習するのは
大切なことだ」という模範的な答え方で100％近く
になっているのか，それともその両方なのか，この
調査からは，はっきりとはわからない．
エネルギーと環境の問題を解決するため自分はい
ろいろな形で行動していくつもりだという児童が大
幅に減っている．これは昨今の異常気象などへの無
力感が関係する可能性もないわけではないが，理由
は明確ではない．
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図３　�エネルギーと環境の問題を何から学んだか�
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図３　�エネルギーと環境の問題を何から学んだか�
（３つ選択）（小学校推移）

図４　�とくに関心を持っている問題�
（幾つでも）（小学校推移）
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3.4 �中学校（2019年度）

次に中学校の結果について述べる．地球環境問題
への関心は，56.0％（男子54.5％，女子58.1％）と
小学校と同じく高い．小学校では人口問題への関心
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火力発電所も原子力発電所もお湯を沸かして蒸気
をつくり発電するということを知っている生徒は，
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3.5 �中学校における推移� �
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図６　とくに関心を持っている問題（幾つでも）（中学校）図５　エネルギーと環境の問題に関する考え（小学校推移）

91



年度30.7％）（図９）．ほうしゃせん見守り隊とは，
放射線量を示す大型計器で，値が高くなるとランプ
の色が緑から黄色に変わる．それを見た児童・生徒
は教員に伝え，教員は県に伝えることになっている．
放射線モニター装置の一つであり，美浜町内の各学
校に設置されている．
また，「原子力施設周辺では他の地域に比べてよ
り多い放射線を浴びる（そう思う＋どちらかとい
えばそう思う）」という生徒が，2016年度65.8％，
2017年度38.0％，2018年度70.2％，2019年度77.4％
とこの３年間増えてきている．はっきりと「そう思
う」という生徒もこの３年間増え続けている（図
10）．これについては，後ほど考察のところで説明
する．
「自分たちがエネルギーと環境について学習する
ことは大切なことだと思う」という生徒は，2016
年度92.1％⇒2019年度93.3％と４年を通して90％を
超えている．一方，「学校の授業でエネルギーと環
境の問題をもっと取り上げてほしい」という意見は，
2017年度54.4％⇒2019年度44.0％に減少した．これ
は小学校のところでも触れた問題である．大切なこ
とだと思う生徒は90％を超えている一方で，「エネ
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図７　エネルギー概念（中学校）

図８　�エネルギーと環境の問題を何から学んだか� �
（３つ選択）（中学校推移）

図９　�「ほうしゃせん見守り隊」のメータ数字の意味� �
（中学校推移）

図10　�原子力�施設周辺では他地域に比べより多い放射線
を浴びるか（中学校推移）
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年度30.7％）（図９）．ほうしゃせん見守り隊とは，
放射線量を示す大型計器で，値が高くなるとランプ
の色が緑から黄色に変わる．それを見た児童・生徒
は教員に伝え，教員は県に伝えることになっている．
放射線モニター装置の一つであり，美浜町内の各学
校に設置されている．
また，「原子力施設周辺では他の地域に比べてよ
り多い放射線を浴びる（そう思う＋どちらかとい
えばそう思う）」という生徒が，2016年度65.8％，
2017年度38.0％，2018年度70.2％，2019年度77.4％
とこの３年間増えてきている．はっきりと「そう思
う」という生徒もこの３年間増え続けている（図
10）．これについては，後ほど考察のところで説明
する．
「自分たちがエネルギーと環境について学習する
ことは大切なことだと思う」という生徒は，2016
年度92.1％⇒2019年度93.3％と４年を通して90％を
超えている．一方，「学校の授業でエネルギーと環
境の問題をもっと取り上げてほしい」という意見は，
2017年度54.4％⇒2019年度44.0％に減少した．これ
は小学校のところでも触れた問題である．大切なこ
とだと思う生徒は90％を超えている一方で，「エネ
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図７　エネルギー概念（中学校）

図８　�エネルギーと環境の問題を何から学んだか� �
（３つ選択）（中学校推移）

図９　�「ほうしゃせん見守り隊」のメータ数字の意味� �
（中学校推移）

図10　�原子力�施設周辺では他地域に比べより多い放射線
を浴びるか（中学校推移）
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ルギーと環境の問題をもっと取り上げてほしい」と
いう生徒が半数以下であり，しかも減少傾向にある．
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活を続けながら，エネルギーと環境の問題を解決
できる方法はある」という意見は，2016年度67.1％
⇒2019年度85.3％に増加した．また，「エネルギー
と環境の問題を解決するため，いろいろな形で行動
していく」という生徒がやはり減少している．しか
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いる（図11）．
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図11．エネルギーと環境の問題に関する考え（中学校推移）
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性がある．また，各地の原子力発電所休止以降，原
子力が新聞やテレビで取り上げられることが少なく
なっていることも影響しているかもしれない．
「学校の授業でエネルギーと環境のことをもっと
取り上げてほしい」という児童が減少してきている
こと（図５の設問２）については，一つの見方として，
「きいぱす」におけるエネルギー環境学習が行き渡っ
た結果と考えることもできる（美浜町の小中学校は
2017年度からそれぞれ年３回，「きいぱす」でエネ
ルギー環境学習を行っている）．しかし，エネルギー
や環境問題に関する関心が薄れてきている可能性
や，これ以上学校の勉強が増えてほしくないという
考えが表れている可能性もあり，今後の数値の推移
にも注意していかなければならない．なお，この設
問に関しては，小学生，中学生で「そう思う」とい
う比率はあまり変わらない（図５，図11の設問２）．
さらに「エネルギーと環境の問題を解決するた
め，自分はいろいろな形で行動していくつもりだ」
とする児童も４割程度に減少している（図５の設問
６）．小学校だけでなく中学校でも同様に減少して
きているが，56％と小学校よりは高い比率となっ
ている（図11の設問６）．資源やリサイクルのこと
をより意識するなどして具体的にどのような行動を
取りうるか，教員によるアドバイスを適宜行い，全
員参加のPBLなどを授業に取り入れていくことが，
児童に行動を考えさせるきっかけになりうると思わ
れる．

4.2 �中学生

中学生でも小学生と同じく地球環境問題が関心を
持っている問題の１位となっている．昨今，地球温
暖化に対する社会の知識も高まってきており，二酸
化炭素排出削減への意識も高まってきていることが
影響している可能性がある（図１）（図６）．
中学生において，「原子力発電の増加は地球の温
暖化を促進する」と誤解している生徒が依然３割を
占めていること（図７）については，原子力安全シ
ステム研究所の先行研究で一般の大人でもそのよう
に考える人が少なくないことがわかっている（深江…
2004）．地球温暖化の原因は主に二酸化炭素を主体
とする温暖化ガスの増加によると考えられることへ
の理解は進んでいると思われるものの，原子力発電
は発電時に二酸化炭素を排出しないことへの理解を
一層深めていく必要がある．

「自分たちがエネルギーと環境について学習する
ことは大切なことだと思う」という中学校生徒は男
女とも９割以上を占めており（図11の設問１），エ
ネルギー環境教育の重要性が理解されている．また，
エネルギー環境教育を何によって学んだかという問
いに，「総合的な学習の時間」と答える生徒の割合
が７割と高く（図８），美浜町では総合学習の時間
が中学校でのエネルギー環境教育に有効活用されて
いることがわかる．
図５と図11は，小学校と中学校で同じ設問をし
ているので比較してみた．その結果，「地球環境や
子孫のために，今すぐエネルギーの利用を減らして
いくべきだ」とする児童・生徒は小学校，中学校と
も約７割となっている（図５と図11の設問４）．ま
た「エネルギーと環境の問題は自分が行動すること
も大事だが，それ以上に，誰でもできる仕組みをつ
くる方がずっと大事だ」とする児童・生徒も小学校，
中学校とも７割強となっている（図５と図11の設
問７）．
このことは，一面，小学生でも中学生でも上記質
問項目のような内容に関しては，考え方にそれほど
差がないとみることもできる．ただし，2019年度
のデータでは小学校と中学校でおおよそ同じ数値だ
が，2018年度以前をみれば相当の違いがある．小
学校から中学校へ進むまでの間には，上記質問への
回答に影響を与える何かが起こっているということ
を示唆している．設問７に関しては，2018年度以前，
中学生の方がかなり多い．中学生になると制度など，
社会の仕組みに期待する傾向が強まっている可能性
がある．
最後に下記の回答結果については，今後注意をし
て推移をみていく必要がある．
（1）…「コンセントの電気の強さ（電圧：ボルト）

は1.5V」と回答した生徒が50％を超えてい
る（図７）．単に家庭用コンセントの電圧が，
100Vないし200Vであることを教え込んでい
く（記憶させる）より，「コンセント」と「電池」
について，また「電圧」に対する理解などに
努めていくことが重要だと思われる．冷蔵庫
や洗濯機などを動かすには，1.5Vという電
圧では到底足りないというところに気が付く
ことが必要である．

（2）…「原子力施設周辺では他の地域に比べてより
多い放射線を浴びると思う」という生徒が増
加している（図10）．原子力発電所では放射
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線の遮蔽を行っており，ほうしゃせん見守り
隊などのモニター設備でも確認できることを
教えていく必要があると考えられる．ただし，
このように答える生徒が増加していることに
ついては，質問のあいまいさによる可能性も
ある．「放射線を浴びる」というのは，日常
生活の中でいつも浴びる，という意味か，も
し事故が起きた時に浴びる可能性が高い，と
いう意味かによって，答え方が大きく異なっ
てくる．設問の文面を慎重に再考する必要が
あると思われる．仮に設問中に「日常的に」
といった文言を付け加えた場合に，そう思う
という生徒が大きく減少するようであれば，
質問のあいまいさによる影響が大きかったと
いうことになろう．

（3）…「学校の授業でエネルギーと環境の問題をもっ
と取り上げてほしい」という意見が減少して
きている（図11の設問２）．小学校でも同様
の傾向で，その理由については小学校のとこ
ろで考察した．

5. �おわりに

学校で学んだエネルギー環境学習のことが自然な
かたちで家族内の会話につながっていくような仕掛
けづくりを提案した．また，今回の質問紙調査につ
いて，今後注意をして推移をみていく必要がある項
目について指摘した．今後とも，エネルギー環境教
育が美浜町内外の小中学校で，幅広く実施されるこ
とが期待される．
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